南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案

	[bookmark: _Hlk136278691]主に　①　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	2年生文系

	授業（科目）
	[bookmark: _GoBack]世界史探究→古典探究（リレー授業）

	内容

	古典探究の漢文分野「鴻門之会（『史記』）」の導入の際、世界史探究ですでに学習を終えた「秦・漢帝国」の単元の振り返りを行い、項羽と劉邦がなぜ力を合わせて秦を攻めることになったのか、世界史の授業者から提供を受けた授業スライドを元に理解を深める。また、後に漢が建国されたことから2人の英雄の勝敗はどのように決着したのかを想像させ、今後の学習への動機付けを行う。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　

	
	D　課題対応力
	②研究手法の獲得

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	漢文教材として読む項羽と劉邦の物語を、中国史の大きな流れの中で捉え直すことで、歴史上の出来事を巨視的・微視的に考察させるとともに、歴史の中の転換点に存在した人間ドラマを臨場感を持って味わわせる。ひとつの現象を歴史学として、あるいは文学として捉える複眼的思考を養う。


[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	指　　　　　　



　　導　　　　　



　　　過　　　　　



　　　程
	生徒の学習活動
	時間
	教師の活動
	留意事項

	
	導
　　入
	１　本時の目標を把握する。
	5
	○漢文分野の「史伝」の単元に入るにあたり、世界史での学習と関連させることを示す。
	・教科書（古典探究・大修館書店）P34～

	
	展





　　　　　　　　　　開
	１ 世界史探究ですでに学習を終えた「秦・漢帝国」の単元の振り返りを行う
2　教科書の掲載されている地図や人物関係図、年表を活用しながら、項羽と劉邦がなぜ鴻門で会見を行うことになったのか理解する。
3　鴻門之会の前半を音読し、なぜここに至ったかを理解する。 
	１5







25


	○項羽と劉邦がなぜ力を合わせて秦を攻めることになったのかを、世界史選択者が日本史選択者に説明する形で理解を深めさせる。
○世界史の授業者から授業スライドの提供を受け、それを元に説明を行わせる。
○音読後、ペア学習で鴻門之会に至った事情を話し合わせる。
	・学習プリント

【評価方法】
○発表内容
○プリントへの書込み






	
	整　　理
	１　本時のまとめをする。
２　次回の予告をする。
	５
	○教科を横断して学習することでどのような学びがあったか振り返らせる
	



授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ



